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基本方針

地域の発展と繁栄に貢献します

信頼され愛される「いわしん」を目指します

健全で安定した経営に努め営業基盤の強化を図ります

ゆとりと魅力ある職場の実現を目指します

磐田信用金庫

理　事　長 髙栁　裕久

“いわしん”は、
これからも地域に
貢献し続けます

皆さまにおかれましては、平素より磐田信用金庫にご支援

ご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

「ディスクロージャー誌　いわしん通信2018」では、合併に

ついてのお知らせや、私どもの取組み、サービスの内容、最近

の業績等を掲載しておりますので、ご高覧いただければ幸甚

に存じます。

いわしんは、平成31年1月21日に浜松信用金庫と合併し、

「浜松いわた信用金庫」として生まれ変わります。これまで

68年間に亘り、私どもが培ってきた“信金らしさ”、“いわしん

らしさ”は決して失うことなく、経営統合の効果により、今まで

以上のサービスを地域の皆さまに提供していくことができる

ものと考えております。

今後は、従前にも増して地域や地域の皆さまのお役に立てる

よう役職員が一丸となって邁進してまいりますので、変わらぬ

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

TOP　MESSAGE
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PROF I L E

●設　　　立　昭和25年4月
●本店所在地　静岡県磐田市中泉一丁目2番地1
●出　資　金 11億57百万
●預　　　金 7,045億92百万円
●貸　出　金 3,556億97百万円

（平成30年3月31日現在）

●自己資本比率 13.50％
●会　員　数 45,387人
●店　舗　数　　   34店舗（うち出張所1店舗）
●役 職 員 数 583名

P3

P9
●貯める・備える・運用する
●借りる

個人のお客さま

P7
地域のみなさまとともに

数字で見る “いわしん”

P5
地域への社会的・文化的貢献活動

地域といわしん

P11
●創業・事業化のお手伝い
●事業拡大のお手伝い

事業者のお客さま

P13
●各種サービスのご案内
●Information

各種サービスのご案内

P21磐田信用金庫新聞

P15手数料のご案内
P16第6次中期経営計画・平成30年度業務計画
P17役員・総代一覧
P18いわしんのあゆみ
P19店舗及び店外ATMのご案内

地域で
がんばる企業を
応援します！

ますます便利な
いわしんを

ご利用ください！

皆さまの暮らしを
サポートします！

地域の
発展に

貢献します！

C O N T E N T S

※信用金庫法施行規則第132条及び同第133条並びに
　金融庁告示による開示項目については、ホームページに掲載の
　「Iwata Shinkin Bank  Report 2018資料編」をご覧下さい。

磐田信用金庫は、
平成31年1月21日（月）
「浜松いわた信用金庫」 として
新しく生まれ変わります。

P11を

P

合併のお知らせ特集



豊橋市

浜松市
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浜松市
浜北区

浜松市
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浜松市
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島田市

（旧川根町を除く）
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袋井市
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御前崎市

吉田町

浜松市
西区

浜松市
南区

浜松市
中区

湖西市
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磐田信用金庫は、　平成
「浜松いわた信用金庫」 

合併のお知らせ

磐田信用金庫と浜松信用金庫は、平成31年1月21日（月）に合併し、
「浜松いわた信用金庫」として新たなスタートを切ります。

地域に根ざし、地域の皆様に愛される金融機関として、
確固たる経営基盤を構築し、役職員一丸となって、
さらなるお客様の利便性向上と地域社会の発展に全力で努めてまいります。
※合併は、関係当局の認可を前提としております。

主要計数（両金庫合算）

合併後の営業エリア

●預金残高（譲渡性含む）：2兆3,702億円
●貸 出 金 残 高 ：1兆2,601億円
●純 資 産 残 高 ：     1,792億円
●常 勤 役 職 員 数 ：　　 1,688 人
●店舗数（出張所含む）：92（うち出張所2）
※海外拠点 バンコク駐在員事務所
※両金庫各計数を単純合算しております。

（平成30年3月末現在）

磐田市、浜松市、袋井市、掛川市、
周智郡、菊川市、御前崎市、牧之原市、
榛原郡吉田町、島田市（旧川根町を除く）、
湖西市、愛知県豊橋市、
愛知県北設楽郡（旧設楽町を除く）

店舗

いわしんイメージキャラクター

豊根村

東栄町

設楽町
（旧設楽町を除く）
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31年1月21日（月）
として新しく生まれ変わります。

現在、合併に向けて両金庫が協力して各種準備作業を進めております。
今後、決定した事項につきましては、順次ホームページ等で公表してまいります。

お客様の利便性の向上1
　両信用金庫の店舗網（92店舗、出張所含む）を効率的に活用することで、浜松
市・湖西市から磐田市他大井川以西の中東遠地域にかけて、強固な経営基盤を
有することとなり、地域のお客様の利便性が一層向上いたします。

お客様本位の業務運営の実現2
　業務の効率化等を通じて、収益力の向上、経営体質の強化を図るとともに、両
信用金庫の人財を有効活用することによって、より多くのお客様との接点を確保
し、相談・対話の機会を創出いたします。これにより、多様化・高度化するお客様
のご要望に対して、迅速かつ的確にお応えし、真にお客様本位の業務運営を実現
いたします。

質の高いサービス・課題解決機能の提供3
　経営資源を統合し、両信用金庫の強みを活かして相乗効果を発揮することで、
様々な課題を抱える地元中小事業者、地域の皆様に対して、質の高いサービス、
課題解決機能が提供できるとともに、より円滑な資金供給が図られます。これら
共通価値の向上等を通じて、地域社会の発展・中小企業の育成に、これまで以上
に貢献いたします。

はましんイメージキャラクター

合併により目指すもの
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■H29.6.13　磐田市教育支援センター

いわしんは、社会的・文化的な貢献活動を通じて
地域社会の発展に努めています。
いわしんは、社会的・文化的な貢献活動を通じて
地域社会の発展に努めています。
いわしんは、社会的・文化的な貢献活動を通じて
地域社会の発展に努めています。

　毎年春と秋の2回、当地域にゆかりのあるアーティストを本店「あいホール」に迎え開催しています。

29年度までに25回のコンサートを行い、延べ出演者は94人、延べ来場者は6,090人となりました。

　ご来場の皆さまから寄せられたチャリティ募金は、地域の文化振興のため全額を磐田市に寄附しています。

　地域貢献活動の一環として、

有志職員による本支店周辺等の

清掃活動を行っています。

　社会貢献活動の一環として、

地域の子供たちの健全な金銭

感覚の醸成や、金融知識の涵養

を目的に「お金の教室」を開催し

ています。29年度は地域の小

学生を対象に開催したほか、中

学生の職場体験の受入れも行

いました。

いわしん あい 愛 コンサート

環境への取組み

いわしんお金の教室

SUN

第24回
H29
5/28 SUN

第25回
H29

11/26

かんよう

地域といわしん
～地域への社会的・文化的貢献活動～
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■NO13　
　H29.8

■NO14　
　H30.3

磐田信用金庫文化大賞　
大城　優心さんの作品

■H29.11.16　浜松ホトニクス株式会社

　当クラブでは、地元企業の女性管理職や候補者を対

象に管理職に必要なスキルアップにつながる各種研修

を開催しております。

　28年度からは、研修のみならず、製造現場に直に触

れ学ぶことを目的に企業視察を実施しています。

　鴨江支店開設時より、地域の皆さまにご協力いただいて

毎年開催しており、29年度で第24回を迎えました。

　当日の売上金は全額、浜松乳児院へ寄附しています。

　当地域の歴史、文化、偉人、企業等の魅力をお伝えして

います。本誌は当金庫の本支店にてお渡ししています。

IWLC　
いわしんワーキング
レディースクラブ

いわしん地域魅力
発見マガジン「iズーム」

いわしん絵画コンテスト

鴨江支店
チャリティバザー

THU

H29
10/5

　地域の皆さまとのコミュニケー

ションの場として、いわしん駅前ぷ

らざにて「地域ふれⅰ（あい）講座」を

定期的に開催しております。29年

度は、美味しいお茶の淹れ方講座

や、災害ボランティアセンターにつ

いての講座など、様々なテーマを取

り上げて開催しました。

地域ふれⅰ（あい）講座

＜主なコンテンツ＞
○特集
○いわた偉人列伝

○羽ばたけ！地域カンパニー
○ズームアップ（スポーツ／健康／グルメ）

第22回
H29

12/23 SAT

　地域のお客様の豊かな感性を育む事を目的に、文化

事業として保育園・幼稚園児、小・中学生を対象に「わた

しの夢・思い出」をテーマに毎年開催しています。

29年度は、2,484点の作品が寄せられました。
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数字で見る“いわしん”

いわしんは、地域の中小企業者や　
会員となって、お互いが助け合い、
共通理念として運営されている　

磐田信用金庫

貸出金

預金・積金

預金の状況

貸出金の状況

　いわしんでは、地域の皆さま
のライフプランに応じた預金
商品を取り揃えています。平成
30年3月末の預金残高は、
7,045億円と前期末比27億
円増加しました。中核となる個
人預金の残高は5,251億円
と119億円増加しました。

　いわしんでは、お客さまの預金を貸
出により運用していますが、残りの資
金を有価証券などで運用しています。
平成30年3月末の有価証券残高は、
2,896億円と前期末比21億円増加し
ました。運用に際しては、安全性や流動
性を重視するとともに、適切なリスク管
理のもと、収益性も考慮した運用を
行っております。

貸出金以外の資金運用の状況

　いわしんでは、国債をはじめ、投資信託、保険
商品を各種取り揃え、お客さまの幅広い資産
運用ニーズにお応えしています。平成30年3
月末現在の国債・投信の合計残高は、国債の減
少により163億円と前期末に比べ24億円減
少しました。
　保険商品につきましては、業務災害保険や、
個人年金保険、終身保険、医療保険やがん保
険、傷害保険などを取扱っております。

資産運用のサポート

　地域のお客さまの大切な預金を、地域で資金を必要
としている事業者や個人のお客さまに貸出しています。
平成30年3月末の貸出金残高は、3,556億円と前期
末比13億円増加しました。

～地域のみなさまとともに～

貸出金残高 住宅ローン残高

保有有価証券残高

28年3月末 29年3月末 30年3月末27年3月末26年3月末

預金残高
個人預金残高

27年3月末26年3月末 28年3月末 29年3月末 30年3月末

0

1,000

1,500

500

2,000

2,500

3,000

28年3月末 29年3月末 30年3月末27年3月末26年3月末

（億円）

※お客さまに販売した国債・投資信託の残高

預金残高  7,045億円

貸出金残高  3,556億円

有価証券残高  2,896億円 国債・投資信託の残高  163億円

824億
62百万円

744億
95百万円

785億
2百万円

3,510億
37百万円

858億
5百万円

3,543億
77百万円

897億
98百万円

3,556億
97百万円

3,401億
78百万円

3,466億
78百万円

2,909億
98百万円

2,874億
76百万円

2,896億
38百万円

2,703億
73百万円

2,744億
45百万円

0

1,000

1,500

500

2,000

2,500

3,500

3,000

（億円）

4,888億
59百万円

4,969億
97百万円

6,389億
51百万円

6,573億
28百万円

5,004億
11百万円

6,845億
29百万円

5,132億
10百万円

7,018億
12百万円

5,251億
33百万円

7,045億
92百万円

0

2,000

3,000

1,000

4,000

5,000

7,000

6,000

（億円）
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住民の皆さまが
　発展していくことを
相互扶助型の金融機関です。

お客さま・会員

支援／
サービス

出資金

〈主な利益の推移〉

　平成29年度の業務純益（本業での
儲け）は、経費の減少等により、22億1
百万円と前期比69百万円の増益とな
りましたが、信用コストの増加等により、
経常利益は17億93百万円と3億9百
万円の減益となりました。当期純利益に
ついては、退職給付制度の改定に伴う
特別利益の計上等により、2億45百万
円増の17億1百万円と6期連続の増
益となりました。

　平成30年3月末の自己資本比率は、前期比
0.02ポイント上昇の13.50％と、国内基準
（４％）を大きく上回っております。お客さまに安
心してお取引いただけるよう、今後も健全な経営
に努めてまいります。

自己資本比率の状況

0

100

0

5

10

15

200

300

400

国際基準8％

国内基準4％

28年3月末 29年3月末 30年3月末27年3月末26年3月末

（億円）
（％）

収益の状況

0

100

150

50

200

250

300

預り資産（国債・投資信託） 投資信託

28年3月末 29年3月末 30年3月末27年3月末26年3月末

（億円）

0

10

15

5

20

25

30

当期純利益業務純益

27年3月末26年3月末 28年3月末 29年3月末 30年3月末

（億円）

出資金の状況

　多くの会員の皆さまに支えられています。

（先）
（百万円）

1,140

1,150

1,160

1,130

1,12042,000

43,000

26年3月末 27年3月末

44,241先

44,000

45,000

46,000
44,815先

当期純利益　17億 1百万円

自己資本比率  13.50％

出資総額   １１億５7百万円

28年3月末 29年3月末

45,069先 45,272先

30年3月末

45,387先

会員数 出資総額

自己資本比率 自己資本額

13.24％

375億
91百万円

13.48％

386億
91百万円

356億
21百万円

365億
56百万円

13.80％ 13.71％

139億
41百万円

81億
97百万円

126億
15百万円

211億
41百万円

136億
20百万円

188億
8百万円

116億
98百万円

163億
63百万円

242億
97百万円

242億
79百万円

13億
75百万円

11億
7百万円

13億
45百万円

29億
18百万円

14億
56百万円

21億
31百万円

17億
1百万円

22億
1百万円

23億
16百万円

25億
49百万円

13.50％

395億
52百万円

11億
48百万円

11億
56百万円

11億
55百万円

11億
56百万円

11億
57百万円
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個人のお客さま

いわしんなら！  窓口でも、玄関先でも、
皆さまの資産形成を丁寧にサポートいたします！

いわしんキッズサポート定期預金

そなエール積金
だんとく定期 いわしん

マル得定期預金300
運転免許返納応援！
250（ジコゼロ）定期預金

子育て中の方 退職を迎えられる方 年金をお受取りの方 運転免許を返納された方

● 医療保険  ● がん保険  ● 傷害保険  
● 終身保険  ● 収入保障保険

各世代のお客さまにあわせた預金商品をご用意しております。

投信インターネットサービス

ご自宅で投資信託の購入・売却のお取引や
投資信託の照会などがご利用いただけます。
7月からインターネットサービス限定の商品の取扱いも開始しました！

毎月一定の金額で、同じ投
資信託を継続して買い付け
ていただく投資方法です。
1,000円単位でご購入が可
能ですので、はじめての方に
もオススメです！

営業店の職員や、女性職員中心の個人向けライフサポートチーム“AST(エリア・ソリューション・チーム)”が、
皆さまのライフプランに応じたサービスをご提供しております。

10年、20年後を見据えた長期の資産形成には、ライフプランに応じて
ご預金、投資信託、各種保険を組み合わせるのが効果的です！
いわしんのASTは、お客さま一人一人のライフプランの設定と各種商
品の組み合わせを、ご相談からお手続きまで丁寧にサポートいたします！

お気軽に
ご相談
下さい！！

ご預金

投資信託

定時定額買付

税金面のメリットを活かしながら退職後の資金を備え
ることができる、個人型確定拠出年金も取り扱ってお
ります。

個人型確定拠出年金“iDeCo”

インターネット
サービスなら

お手続きが簡単に
行えます！

窓口でも
ご自宅でも、
ASTが皆さまの
ライフプランを
サポート
いたします！

店頭取扱いのお申し込み手数料より
20％割引で便利にお得にお取引！

AST（エリア・ソリューション・チーム）にご相談下さい！

平成30年7月より、投資信託の取扱商品数が28商品から
47商品に充実しました！

各種保険
様々な保険会社の商品を取り扱っております
ので、お客さまにあった保険商品がお選びいた
だけます。

万が一の備えに！

● 個人年金保険
資産形成にご活用いただけます

積立形式の運用は、
価額が変動する

リスクを軽減できるので
長期の資産形成に
向いています！

める・める・貯貯貯貯める・める・ える・える・備備備備える・える・ するする運用運用運用運用運用運用するするする

NISA・ジュニアNISA・つみたてNISAなら運用益が非課税に！
長期の資産形成は、税金面でメリットの多いつみたてNISAで！

NISA（小額投資非課税制度）

click!
取引履歴や
残高の照会

分配金
受取方法の
変更

積立投信取引の
申込み、
変更、中止

投資信託の
購入・売却

投信インターネットサービスで
できること

NISA
対応
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マイホームご購入や
ご自宅リフォームの夢をお手伝い

いわしんなら返済中も安心！

快適なカーライフを応援

「万が一への備え」に「ケガや病気への備え」を加えて、
お客さまに住宅ローンご返済の安心をお届けする「新
9大疾病保障付住宅ローン」もご用意しています。

大切なお子さまの教育資金をサポート
国立大学
年間費用 約149.9万円 ※4

約197.8万円 ※4私立大学
年間費用

いわしんの　　　おすすめ

国  立

私  立

例
え
ば…

例
え
ば…

● いわしん教育ローン

● いわしん学資ローン

● いわしん教育カードローン ジャスト

● いわしん奨学ローン故郷

人生の様々な場面の出費に対応

リフォームローン　マイカーローン　教育ローン　フリーローン　各種カードローン

http://www.iwashin.co.jp/personal/net_loan/

いわしんの　　　おすすめ

土地付注文住宅
購入平均額 約4,018万円 ※1
マンション購入
平均額 約3,450万円 ※1

● いわしん住宅ローン

● しんきん無担保住宅ローン

● しんきんリフォームローン

※1 （独）住宅金融支援機構「2016年度　フラット35利用者調査」（静岡県の場合）

いわしんの　　　おすすめ

マイカー
購入費用 約308.8万円 ※2

● いわしんカーライフプラン

バイク
購入費用 約34.9万円 ※3

※2 総務省 小売物価統計調査（平成29年）国産普通乗用車の平均価格
※3 （一社）日本自動車工業会2017年度版「二輪車市場動向調査」

いわしんの　　　おすすめ

結婚費用 約351.4万円 ※5
出産費用 約41万円 ※6

例
え
ば…

例
え
ば…

● いわしんフリーローンモア

● いわしんフリーローンきゃっする

● しんきん個人ローン

● 各種カードローン

※5 ㈱リクルートマーケティングパートナーズ「ゼクシィ結婚トレンド調査2017」（挙式、披露宴・披露パーティ総額平均額　静岡県の場合）
※6 厚生労働省保険局「第78回社会保障審議会医療保険部会　資料２」（平成24年度　静岡県の場合）

※4 （独）日本学生支援機構「平成26年度学生生活調査結果」より　学費と生活費の合計

マイホームご購入や

マイホーム
快適なカ ライフを応

マイカー

大切なお子さまの教育

教　育
人生の様々な場面の出

フリーローン

＜お使いみち＞
◆増改築資金、住宅新築・購入資金
◆中古住宅購入資金、土地購入資金 
◆リフォーム資金 などにご利用いただけます。

＜お使いみち＞
◆自動車やバイクの購入費用
◆免許の取得費用
◆車検・修理や自動車保険の費用
などカーライフに関する様々な費用に
ご利用いただけます。

＜お使いみち＞
◆入学時に必要な資金（入学金など）
◆在学中に必要な資金（授業料など）
◆教材費、下宿費用、引越し費用、留学費用
など、お子さまの就学にかかわる費用にご利用いただけます。

＜お使いみち＞
結婚、旅行、お引越しなど、
様々な用途に合わせて
自由にご利用いただけます。

いわしんのホームページから各種ローン仮審査のお申込みができます。

り るり る借借借借 り るり るり る

 パソコン   や  スマホ  で！
まずは ネット で仮審査！
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のお手伝いのお手伝い創業・事業化創業・事業化創業・事業化創業・事業化創業・事業化創業・事業化 のお手伝いのお手伝いのお手伝い
いわしん創業支援デスクいわしん創業支援デスク
地域で新規創業を目指す起業家を育成・サポートします！

ビジネス・コンテストビジネス・コンテスト

各種事業支援各種事業支援

創業・新規事業化のためにビジネス・コンテストをご活用ください！

いわしん職員がお客さまのご職場で金融サービスの
提供をいたします！
便利ないわしん職域サポートをご利用下さい！

経験豊富な専門相談員が創業をサポート！

個別相談会を実施！

お気軽にご相談ください！

主な受賞特典！！
●最優秀賞１００万円、優秀賞５０万円！
●各種ビジネスフェア等への出展支援！
●課題解決に向け専門家派遣を実施！

●ビジネスプランの策定・
　ブラッシュアップをお手伝い！

●プランに対して、地域の大学や
　大手企業など様々な分野の
　専門家がアドバイス！

●有資格者による開業後の経営相談サポート！
●創業向け融資商品の金利優遇！

先輩創業者等から体験談や創業に
役立つタイムリーな情報を提供！

セミナーの開催

●対象者：創業予定者・創業後5年未満の方
●開催日時・開催場所：詳細はお問い合わせ下さい
●セミナーの開催日には創業者同士が気軽に情報
　交換できるいわしん創業ラウンジも設置します。

※職域サポートに関するご契約をいただく必要がございます。

※ご利用には当金庫所定の審査がございます。

●対象者：創業に興味のある方・創業予定者・創業後5年未満の方

※数字は29年度実績

経営革新計画認定

先32
ビジネスマッチング

件92
補助金申請

件49
創業関連融資

件74
専門家派遣

先23

□「経営革新計画」認定取得支援
□各種補助金申請支援
□ＢＣＰ（事業継続計画）策定支援

□事業承継・Ｍ＆Ａ支援
□ビジネスマッチング支援
□専門家派遣仲介

□太陽光発電設備導入支援
□省エネ診断

・各種ローンのご相談・お手続き

・各種預金のお申込お手続き

・資産運用等のセミナー開催

・その他金融面全般におけるご相談

要予約 要予約

お問い合せ／事前予約
☎0538-32-5115

事業者のお客さま

いわしん 駅前ぷらざ ３階

（磐田市中泉591番地2）
毎週火曜日11:00～19:00

浜松南支店2階 相談室

（浜松市中区中島二丁目30番7号）
第2・4水曜日18:00～21:00
第 2 土曜日10:00～15:00

い わ し ん 職 域 サ ポ ー トい わ し ん 職 域 サ ポ ー ト
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のお手伝いのお手伝い事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大のお手伝いのお手伝いのお手伝い

ホームページから申込書をダウンロードいただけます。
アジア・ブラジル業務支援デスク（営業統括部内）

ＴＥＬ 0538-32-5115　ＦＡＸ 0538-35-9020

例えばこんなご相談にお応えします。
●「ブラジルの投資環境や商習慣を知りたい」
●「インドネシアに現地法人を設立したい」
●「現地を視察したい」
●「現地子会社で資金調達したい」
●「輸出入取引を始めたい」

※30年6月現在

在籍企業

社101

※30年6月現在

登録企業

社218

お客さまの海外ビジネスをサポートします！

●大手企業といわしん担当者が会員企業を
　個別訪問し、技術情報の提供や課題の
　洗い出しをサポート！
●関連機関と連携支援！
●知財マッチング会や企業視察などを開催！

登録無料 最新の海外情報や関連イベント情報を随時配信

いわしんFrontiers！！登録会員
（フロンティア―ズ）

当研究会では、大手企業の保有する知的財産権（開放特許）を活用した
高付加価値製品の開発などの技術マッチングに取り組んでいます。
29年度も、当研究会の活動を通じて会員企業で新製品が開発されました。

いわしん知的財産研究会（I3アイキューブ）いわしん知的財産研究会（I3アイキューブ）

アジア・ブラジル業務支援デスクアジア・ブラジル業務支援デスク

ご職場のパソコンから便利にお取引！ お得な手数料でお取引いただけます！

・各種振込 ・給与・賞与振込 ・各種照会サービス

いわしんWEB - F Bサービス
（事業者向けインターネットバンキング）
いわしんWEB - F Bサービス
（事業者向けインターネットバンキング）

株式会社フクダサインボード様の新製品開発に係る
株式会社イトーキ様との実施許諾契約書締結式
（平成30年3月26日）
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各種サービスのご案内

Information

インターネットバンキングの
不正利用被害が増加しています！

　フィッシングサイトの利用やウイルス感染などインターネ
ットを利用した巧妙な手口で、お客さまの口座から不正に預
金を引き出す犯罪が増加しています。

　インターネットバンキングや投信インターネットサー
ビスをご利用のお客さま向けに、各種セキュリティサー
ビスをご用意しています。

システムセキュリティを
サポートします！

推測されやすいパスワードの使用は控える

パスワードは定期的に変更する

入出金明細はこまめに確認する

ウイルス対策ソフトを利用する

等、改めてご留意ください。

InformationInformationInformation

詳しくは、いわしんの
ホームページをご覧ください。

心当たりのないメールの開封、
不審なサイトへのアクセスはしない

ラポート

いわしん 駅前ぷらざ・ 浜松南支店相談室のご案内

いわしん 駅前ぷらざ 浜松南支店相談室

「いわしん 駅前ぷらざ」及び浜松南支店「相談室」では、弁護士や税理士等の専門家による法律・税金に
関するご相談のほか、いわしん職員が住宅資金・消費者ローン・年金等のご相談も承っています。
また、「いわしん 駅前ぷらざ」では、営業店窓口の営業が終了した時間帯でも各種お手続きがいただけ
るよう、平日の夕方に窓口営業をしております。

　税務相談（税理士）
　■毎週水曜日　午前9時30分～午後3時 ぷ

　住宅資金相談・各種ローン相談
  （いわしん相談員）
　■月～金曜日　午前9時～午後7時
　■土曜日　　　午前9時～午後5時
　■日曜日　　　午前9時～午後5時
　
　法律相談（弁護士）
　■毎月第3水曜日　午後1時～午後4時
　■毎月第2木曜日　午後1時～午後4時

ぷ 南

ぷ

ぷ

南

南

ぷ

　年金相談（いわしん相談員）
　■月～金曜日　午前9時～午後7時
　
　ブラジル法律相談（ポルトガル語対応）
　■平日（月2回）　午前10時～午後3時
　■平日・土曜日（各・月1回）　午前10時～午後3時

ぷ 南

南
ぷ

毎月第3水曜日※、「いわしん 
駅前ぷらざ」にて、資産運用や
保険に関するセミナーを開催し
ています。
※日程は変更となる場合があります。

Night セミナー開催中！

ぷ いわしん 駅前ぷらざ 南 浜松南支店相談室

窓口営業（いわしん 駅前ぷらざ） 月～金曜日　午後3時～午後7時

被害防止のための対策を！

〒438-0078 磐田市中泉591番地2
TEL0538-32-1211

〒430-0856 浜松市中区中島二丁目30番7号
TEL 053-463-1164

○ウイルス対策ソフトRapport

○ワンタイムパスワードサービス

○セコム・プレミアムネット®

無料

無料

有料
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特殊詐欺にご注意を！ 紛失・盗難時のご連絡はこちらへ

いわしんの公式LINE＠をチェック！
LINEの「友だち追加」から「＠
iwashin」で検索または右のQR
コードを読み込んで友だち登録を
していただいた方にキャンペーン
情報や商品情報など、お得なお知
らせをお届けします！

　子供や孫などの名前を語った「振り込め詐欺」、警察官
や銀行協会を名乗る「なりすまし詐欺」、「未公開株・社
債」の勧誘や高配当を約束した投資勧誘など、さまざま
な手口による詐欺が発生しています。

　「通帳や証書・キャッシュカード・印鑑の紛失」や「偽造・
盗難キャッシュカードの被害届出」は、至急当金庫お取引
店または信金監視センターへご連絡ください！

怪しいと思ったら
家族や警察に相談しましょう！

？

信金監視センター　ＴＥＬ052-203-8299

9：00～15：00
【平日時間外、土日祝日】

【平日受付窓口】 ※各営業店情報はP19参照

※電話受付8：30～17：15

iちゃんが
お得な情報を
お届け

いたします！

貸金庫
お客さまの大切な書類や貴
重品をお手軽な料金で安全・
確実に保管できます。

※見付支店、浜松南支店、豊田支店、葵町支店、いわしん 駅前ぷらざには、個室利用で
大変便利な全自動タイプの貸金庫を設置しております。

※店舗により貸金庫の種類・大きさは異なります。詳しくは窓口までお問い合わせください。

　貸金庫の種類　
全自動タイプ・カード利用タイプ・

印鑑照合タイプ

　大きさの種類　
第1種（小）・第2種（中）・第3種（大）

安全・確実に
保管します!

不審な電話や勧誘などを受けたら、

まず疑う▶

必ず確認▶

すぐ相談▶

「携帯の番号が変わった」は
詐欺を疑いましょう！
息子や孫に電話をかけて
内容を確認しましょう！
不審な電話があったら
警察などに相談を！

安全・確実に保管できます

いわしん公式LINE＠お得な情報をLINEでお届け
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手数料のご案内

合計枚数
（紙幣+硬貨）
自動両替機
窓　口

※窓口での合計枚数は、お客さまが一度にご持参になった紙幣・硬貨の合計枚数
またはお持ち帰りになる紙幣・硬貨の合計枚数のいずれか多い方とさせていただ
きます。
※汚損した現金の交換、記念硬貨の交換は無料とさせていただきます。
※窓口での2,001枚以上の両替は、以後1,000枚毎に324円ずつ加算させてい
ただきます。

1枚
49枚
無料
無料

〜
50枚
500枚
100
216

〜
501枚

1,000枚
200
324

〜
1,001枚
1,500枚

300
−

〜
1,001枚
2,000枚

−
648

〜

基本利用料
入金伝票交付料

1ヵ月につき
1冊につき

3,240
3,240

設置場所
種　類

いわしん 駅前ぷらざ
浜松南支店 営　業　店

第1種（小）
第2種（中）
第3種（大）

15,552（12,312）
25,920（22,680）
34,992（31,752）

15,552（12,312）
20,736（17,496）
25,920（22,680）

※（　）内は当金庫で公的年金をお受取りになられている方の割引使用料です。
※本店のほか、佐久間・水窪・春野・竜洋・東部台・国府台・豊岡・豊田北・東新町支店
には貸金庫がございません。

種　類 会　員 一　般
電話機・FAX
ホームユース
パソコン
SPC
WEBバンキング
　法人・個人事業主
　個人
WEB－FB

270
540

1,080
540

540
無料

2,160

540
1,080
2,160
1,080

1,080
無料

2,160

※入出金明細通知利用者（FAXのみ対象）は540円加算されます。

自己宛小切手発行手数料
カード発行手数料
　IC CDカード（新規・切替）
　その他のカード

通帳・証書・CDカード等再発行手数料
　通　帳
　証　書
　CDカード※
　当座貸越専用口座カード※

　
　自動貸金庫利用カード

※旧カードが回収でき、同デザインのカードにて再発行する場合には、
　再発行手数料は無料となります。

すべての手数料には消費税が含まれています。

そのほかの手数料につきましては、
いわしんホームページをご覧ください。

平成30年9月以降、手数料の改定を予定しております。
詳しくはいわしんホームページに掲載しております。
「各種手数料改定のお知らせ」をご覧ください。

※当座貸越専用口座カードを含みます。

振込手数料

216

54

−  
−  

216

54

無料

432

216

432

216

216

  54

324

756

540

756

540

540

324

864

単位：円

5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満

自店宛 他行庫宛当金庫宛

自店宛 他行庫宛当金庫宛

電
信

文
書

種　類 会　員

 7:30 ～ 8:00

 8:00 ～ 8:45

 8:45 ～ 18:00

 18:00 ～ 19:00

 19:00 ～ 21:00

 8:00 ～ 9:00

 9:00 ～ 14:00

 14:00 ～ 17:00

 17:00 ～ 21:00

 8:00 ～ 9:00

 9:00 ～ 17:00

 17:00 ～ 21:00

無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
108
無料
108
無料
無料
無料
無料
無料
108
無料
108
無料
108
無料
108
無料
108

108
108
108
108
無料
無料
108
108
108
108
108
108
無料
無料
108
108
108
108
108
108
108
108
108
108

−
−
−

108
−
無料
−

108
−

108
−

108
−
無料
−

108
−

108
−

108
−

108
−

108

−
−
−

216
−

108
−

216
−

216
−

216
−

108
−

216
−

216
−

216
−

216
−

216

−
−
−

216
108
108
216
216
−

216
−

216
−

108
−

216
−

216
−

216
−

216
−

216

利用時間帯 カードの種類

324

108

−  

−  

324

108

無料

540

324

540

324

324

108

324

864

648

864

648

648

432

864

5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満

電
信

文
書

種　類
一　般

帳　票　扱 FD・MT・伝送扱

他行庫向給与振込手数料
キウヨ 216
サキフリ 432
フリコミ 432

キウヨ 216
サキフリ 216
フリコミ 216

※上記料金はお振込1件の金額です。

入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金
入金
出金

当金庫 他の信用金庫 静岡銀行/クレジット 他の金融機関 ゆうちょ銀行
取引
種類

※当金庫のキャッシュカードで、他の金融機関のATMをご利用の場合は、次の時間
帯がご利用できます。
　【他の信用金庫／セブン銀行】
　平日・土・日祝日・休日・12/31…8:00～22:00
　セブン銀行は、お預入・お引出手数料が一律１０8円となります。
　【その他の金融機関】
　平日・土・日祝日・休日・12/31…8:00～21:00
　ただし、当金庫のATM休業日は他の金融機関/デビットからのご利用もできません。
ご利用手数料は取扱金融機関の定めによります。
※取扱時間は店舗等により異なります。
※12月31日（8：00～21：00）は、曜日に対応する手数料となります。

平　

日

種　類

※会員用と一般用の2区分となっています。当金庫出資会員のお客さまは「会員」を、
出資会員以外のお客さまは「一般」をご覧ください。
※上記料金はお振込1件の金額です。
※ATMによる場合は、振込手数料の割引サービスを行っております。

土
曜
日

日
曜
日・祝
日・休
日

単位：円

1通につき

1枚につき

1冊につき
1枚につき
1枚につき
1枚につき

1枚につき

540

1,080
無 料

1,080
1,080
1,080
1,080

1,080

定額自動振込
　　　手数料
組戻手数料

振込手数料

定額自動振込
　　　手数料
組戻手数料

 （平成30年7月1日現在）

振込関係手数料

単位：円両替手数料

単位：円貸金庫年間使用料

単位：円夜間金庫関係手数料

単位：円ATM利用手数料

単位：円ファームバンキング月間基本料金

単位：円その他の手数料

※当金庫出資会員のお客さまは、「カードの種類の当金庫」欄のご利用手数料は
　無料となります。
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〈計画期間〉
 平成28年4月1日～
 平成31年3月31日

第6次
中期経営計画

平成30年度
業務計画

平成30年度業務計画の概要

●重点方針
●重点課題と主な施策

金融仲介機能のベンチマーク

第6次中期経営計画の概要

営業基盤の強化・拡充

■重点課題と主要施策

1. 新金庫の経営態勢等の整備
2. システム統合リスク等への対応
3. 十分な研修教育、職員融和策の実施
4. お客様に対する十分な説明等の
　 実施

1. 課題解決型営業の推進と
 　収益力の強化
2. BPRの推進
3. 人材育成とワークライフバランス
4. リスク管理態勢等の強化

合併の円滑な準備と顧客本位の営業活動

合併に向けた円滑な準備 営業基盤の拡充を通じた収益力の強化

　平成28年4月よりスタートした計
画期間3年間の「第6次中期経営計
画」では、当金庫の将来に亘る持続
的な発展の礎を築くため、営業基盤
の強化、収益・生産性の向上、経営
管理体制の強化と、これらを実現す
るための人材の育成に取り組んでい
ます。

　平成30年度は、浜松信用金庫と
の合併に向けた円滑な準備を行うと
ともに、お客さまに寄り添ったきめ細
かいサービスの提供に邁進してまい
ります。

当金庫では取引先企業のニーズや課題に応じた融資やソリューション（課題解決策）
の提供等、金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価する指標である「金融仲介機能
のベンチマーク（平成28年9月15日 金融庁公表）」を活用しながら、
お客さまの企業価値の更なる向上に努めてまいります。

当金庫におけるベンチマークの活用状況等については、ホームページに
掲載の「Iwata Shinkin Bank Report 2018資料編」をご覧ください。

第6次中期経営計画

平成30年度業務計画

●営業活動の徹底による取引先数の
　着実な増加
●事業性評価の推進による非価格
　競争力の強化
●個人営業の実効性向上
●地方創生への主体的関与

経営管理体制の強化

●ガバナンスの強化
●リスク管理体制の強化

収益・生産性の向上

●リスクとコストを勘案した収益の
　極大化
●ゼロベースの経費削減
●個々の職員の生産性と機能度の向上
●事務プロセスの見直し
●店舗網の見直し

人材育成と魅力ある職場
づくりの推進

●新人事制度の適切な運用
●営業担当者の審査・融資知識向上と
　テラー担当者のセールススキル向上
●OJTの実効性向上
●女性が活躍できる職場作り
●庫内コミュニケーションの強化
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磐田市

袋井市　御前崎市
掛川市　牧之原市
菊川市　周智郡

神谷文七⑨　　牧野周一⑧　　金原敏彦⑥　　髙濵悟郎⑥　　鈴木達雄⑤　　鈴木順一④　　鈴木裕司④　　松下隆彦④
鈴木育惠④　　西村光宏④　　水谷眞啓④　　浅岡晃司③　　鈴木祐之③　　鈴木利幸⑥　　髙橋あや子②　鈴木隆之②
伊藤　隆⑫　　寺井康人④　　鈴木貴文④　　座光寺 明③　  青木和男⑨　　杉林敬之⑧　　福永　研②　　桑原孝祉①
松田　勉⑦

役員・総代一覧

※敬称略・順不同

※1 理事 嶋岡昌孝、堀崎慎一、吉田堅司は信用金庫業界の「総代会の
      機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。
※2 監事 石塚　伸は信用金庫法第32条第5項に定める員外監事です。

第1区

磐田市

第2区

磐田市

第3区

第4区

浜松市
愛知県北設楽郡
(旧設楽町を除く)

第5区

浜松市

第6区

選任区域 総代数 氏　　名

25名

役　員 （平成30年7月1日現在）

総代一覧 （平成30年7月1日現在）

17名
金原一平⑧　　青島安宏④　　鈴木和男④　　鈴木康元④　　大石義典③　　中安英樹②　　大石英俊②　　石川　修①
鷹野浩三①　　澤元教哲④　　小泉禎剛③　　矢崎尚行②　　秋山萬之介④　鈴木良宜②　　山口悦男⑦　　伊藤兆彦⑤
堀内　豊④

18名
三ツ谷金秋⑫　伊東孝司⑫　　鈴木隆良⑦　　内野　勇④　　杉浦正幸②　　安藤　正⑥　　野末啓次⑥　　石田　均⑥
大庭　睦④　　志村　昭⑪　　平野友久④　　寺田博美④　　寺田　勇②　　小野田信彦⑨　芝原利一⑥　　天野哲夫④
仙道洋一④　　寺田尊晃③

26名

17名

22名

佐野浩司⑬　　静岡県温室農業(協)クラウンメロン支所 支所長 中條文義⑨　  豊田富士雄⑦　松田京一⑦　　西山　隆⑤
竹原悦治④　　井谷安秀④　　水谷欣志①　　小倉豊寿⑩　　嶌　謙造⑩　　岡野良隆⑦　　朝比奈尚希④　山口正義④
鈴木康之③　　長田辰美①　　廣岡秀一④　　長谷川光俊③　山口眞砂雄②　酒井眞市⑤　　小島弘己④　　
浅羽町商工会 会長 川上政年⑫　　　　　　　 玉井まゆみ③　小関春巳⑧　　海老江章夫⑧　加藤百合子②　藤田哲男①

河島和一郎⑥　坂井光藏⑥　　今場嘉寿⑤　　長谷川智彦③　平賀　剛④　　山道孝司④　　大畑勝裕④　　河村基夫④
平野　弘⑤　　高田和夫④　　坪井洋一郎④　橋本直道④　　高林秀行①　　市川秀之④　　鈴木　猛①　　小杉昌弘⑨
鈴木基夫⑦

大石久雄⑥　　古山達也⑥　　石塚光司⑤　　鈴木重道⑤　　石津明次④　　山崎泰弘②　　氏原章博⑩　　山本日英⑩
山本敏博⑥　　半塲裕康③　　鈴木良忠①　　鈴木秀利①　　鈴木　學⑥　　大石恵司④　　玉澤時男②　　富山正良④
坂本孝司②　　村松孝一④　　鈴木良典①　　岸本敏和④　　足立道夫③　　小楠倶由②

高　木　昭　三

髙　栁　裕　久

永　井　裕　眞

水　野　雅　之

嶋 岡 昌 孝

佐 藤 　 亨

松 島 弘 明

会 　 　 長

理 事 長

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

堀 崎 慎 一

佐　野　正　幸

吉 田 堅 司

川 口 保 之

鈴 木 直 二 郎

石　塚　　　伸

常 勤 理 事

常 勤 理 事

非常勤理事

常 勤 監 事

非常勤監事

非常勤監事

事務統括部長

総合企画部長

証券国際部長

審査部長

※2

※1

※1

※1

（注）氏名の後の丸数字は総代の就任回数を示しています。

会　長　高木 昭三 常務理事　永井 裕眞 常務理事　水野 雅之 常務理事　嶋岡 昌孝理事長     髙栁 裕久
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いわしんのあゆみ

いわしんのあゆみ

第二次中期経営計画を策定
信金初の移動店舗車による営業を開始
「いわしんＴＫＣ経営者ローン」の取扱いを開始
商工組合中央金庫と「業務協力に関する覚書」を締結
 「にぎわう商店街応援ネットワーク」設立
決済用預金の取扱いを開始
「第1回いわしんあい愛コンサート」の開催
いわしん経営塾を開塾
ブラジルの連邦貯蓄銀行と提携協定を締結
会員数40,000人を超える
ブラジル向け郷里送金「REMESSA FAMÍLIA」（家族
送金）の取扱い開始
短期プライムレートを引上げ（11年ぶり）
第三次中期経営計画を策定
在日ブラジル人対象の無料法律相談を開催
「ISO14001」認証取得（当金庫本館）
「磐田市指定金融機関」として業務開始
「第1回いわしん中小企業支援セミナー」の開催
二俣支店移転新築オープン
移動店舗車2号車導入（浜松市天竜区）
新しいブラジル向け送金（EDI送金）の開始
「いわしん60周年記念定期積金」を発売
ATMによるブラジル向け郷里送金の取扱い開始
「医療保険」、「がん保険」の取扱い開始
働く女性の会「Iwashin Working Lady’s Club」の発足
「いわしん緊急経営サポートプラン」の立ち上げ
「いわしんお金の教室」活動開始
60周年記念定期預金だんとく定期「きずな」を発売
第四次中期経営計画を策定
第1回ブラジル経済セミナーの開催
創立60周年記念式典を挙行
第１３回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」受賞
預金量6,000億円達成
「いわしんアジア・ブラジル業務支援デスク」を設置
ブラジル経済ミッションの実施
「第１回いわしん海外投資セミナー」の開催
いわしん 地域魅力発見マガジン「iズーム」の発刊
「いわしん震災復興支援定期預金」を発売
浜松南支店移転新築オープン
葵町支店移転新築オープン
でんさいネットサービス開始
ホームページでの消費者ローン仮審査申込みサービス開始
第五次中期経営計画を策定
AST（エリア・ソリューション・チーム）発足
移動店舗車3号車導入
海外子会社への直接貸付の認可取得
本店営業部 磐田駅前出張所オープン
いわしん知的財産研究会（アイキューブ）発足
遺言信託・遺産整理媒介業務開始
見付支店移転新築オープン
「地方創生戦略推進デスク」を設置
いわしん公式LINE＠開始
西中国信用金庫との広域連携協定締結
「いわしん創業支援デスク」を設置
第6次中期経営計画を策定
READY FOR㈱とクラウドファンディングの業務提携を締結
しののめ信金との広域連携協定締結
預金量7,000億円達成
「いわしん奨学ローン故郷」の取扱いを開始
第20回信用金庫社会貢献賞「地域活性化しんきん運動・
優秀賞」受賞
ブラジル　リオグランデ・ド・スル州行政府との連携協定に
関する覚書締結
JICA中部国際センターとの業務連携･協力に関する覚書
締結
豊田支店移転新築オープン

 昭和25年 4月
  5月
 26年 11月

 30年 5月
 35年 5月
 38年 2月

 39年 8月
 41年 8月
  12月
  42年 12月
 43年 5月
 44年 5月
  12月
 45年 5月
  11月
  46年 11月
  50年 4月
  54年 8月
  55年 5月
  59年 12月
  61年 11月
  62年 3月
 平成  2年 12月
  4年 12月
  5年 10月
  7年 3月
  4月
　
  6月
  8年 9月
    11月
  12月
  9年 1月
  9月
 11年 1月
  3月
  4月

  12年 1月
  3月

  5月
  10月
  12月
 13年 4月

  10月
  
  12月
 14年 2月
　　　　　  3月

　　　　　  4月
   7月
  10月

 15年 4月

  5月
 15年 6月
　　　　　　8月

 16年 4月

  5月
　　　　　 12月
 17年 1月
  5月
  7月
 18年 3月

  5月

  9月
 19年 4月

  5月
  7月

  10月

 20年 4月
  6月
  7月
  9月
 21年 2月
  5月
 22年 3月
  4月
  6月

  7月

  8月
  9月

12月
23年　6月                 

10月
24年 10月             
25年　2月                 

3月
4月
10月
12月

26年　2月
4月
5月
8月
10月

27年　5月
12月

28年　4月

10月
 11月
12月

29年　4月
6月

 
11月

中小企業等協同組合法に基づき磐田信用組合設立
本所（磐田市中泉）および見付支所（磐田市見付）開設
信用金庫法制定により信用金庫に組織変更、名称を
磐田信用金庫に変更
本店を磐田駅前に新築
創立10周年に当たり記念式典、増額配当を行なう
業務地区に愛知県北設楽郡東栄町、豊根村、富山村、
津具村を追加
本店新築落成
業務地区に浜松市および浜名郡可美村を追加
預金量100億円達成
会員数10,000人を超える
電算機導入、事務集中処理システムを確立
浜松地区初の店舗として浜松南支店を開設
日本銀行との当座預金取引を開始
創立20周年記念式典を挙行
日本銀行歳入代理店の事務取扱いを開始
計算センター新築
預金全店オンライン開始
預金量1,000億円達成
創立30周年記念式典を挙行
会員数20,000人を超える
事務センターを新築移転
預金量2,000億円達成
預金量3,000億円達成
会員数30,000人を超える
外国為替公認銀行認可、業務を開始
会員に対するATM・CD休日利用手数料の無料化実施
ジュビロ磐田応援定期預金を発売
長期経営計画「BASIC PLAN 21」を策定
いわしん相談センターを開設
「いわしん絵画コンテスト」を開始
いわしん年金友の会を発足
預金量4,000億円達成
CI発表会を開催／シンボルマーク・ロゴを制定
「若手経営者の会サクセス21」を発足
投資信託の取扱いを開始
インターネットによる資金移動の取扱いを開始
私募債の受託業務の取扱いを開始
50周年記念積金「トワイライト夢紀行」発売
産学官ネットワーク「がんばる起業応援ネットワーク」発足
50周年記念定期預金「ウィズ定期預金」、「お約束」の
取扱いを開始
デビットカードサービスの取扱いを開始
創立50周年記念式典を挙行
サッカーくじ（toto）販売開始（静岡県内）
全国信金ATM顧客利用手数料相互無料化開始
中期経営計画「新世紀発展プラン」を策定
長期火災保険の窓口販売を開始
「情報資産保護に関する基本方針」の制定
Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）仲介業務の取扱いを開始
預金量5,000億円達成
共通印鑑制度の取扱いを開始
「いわしん定期借地権付住宅ローン」の取扱いを開始
新本店落成式
新本店での営業、業務を開始
磐田信用金庫50年史発刊
個人年金保険の窓口販売を開始
第１回ビジネスコンテスト開催
浦川支店を旧静銀佐久間出張所跡地へ移転し、「佐久
間支店」と名称変更
全国初の信用金庫シンジケート団によるシンジケートローン実行
東海地区信用金庫共同事務センターへ加盟
個人向け国債の販売を開始
「リレーションシップバンキングの機能強化計画」を作成
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店舗及び店外ATMのご案内

営業地区（平成30年7月1日現在）

静 岡 県
愛 知 県

磐田市、浜松市、袋井市、掛川市、菊川市、御前崎市、牧之原市、周智郡

北設楽郡（旧設楽町を除く）

磐田市

浜松市

袋井市・掛川市

周智郡

（平成30年7月1日現在）

本 部
事 務 セ ン タ ー
本 店 営 業 部
本 店 営 業 部
磐田駅前出張所
見 付 支 店
福 田 支 店
竜 洋 支 店
豊 田 支 店
東 部 台 支 店
国 府 台 支 店
豊 岡 支 店
今 之 浦 支 店
岡 田 支 店
富 士 見 町 支 店
西 　 支 　 店
豊 田 北 支 店
東 新 町 支 店

〒438-0078　磐田市中泉一丁目2番地1
〒438-0026　磐田市西貝塚3685番地1
〒438-0078　磐田市中泉一丁目2番地1

〒438-0078　磐田市中泉591番地2　　　　　　いわしん 駅前ぷらざ1F
〒438-0086　磐田市見付4007番地10
〒437-1203　磐田市福田402番地
〒438-0231　磐田市豊岡6858番地
〒438-0821　磐田市立野492番地1
〒438-0026　磐田市西貝塚3687番地
〒438-0077　磐田市国府台94番地1
〒438-0113　磐田市新開521番地
〒438-0071　磐田市今之浦四丁目5番地20
〒438-0051　磐田市上大之郷331番地3
〒438-0083　磐田市富士見町二丁目30番地10
〒438-0075　磐田市天龍1107番地1
〒438-0804　磐田市加茂1255番地
〒438-0038　磐田市鎌田708番地3

（0538）32-5110
（0538）34-5111
（0538）32-5111

（0538）32-1211

（0538）32-3151
（0538）55-2151
（0538）66-3231
（0538）35-4533
（0538）36-1211
（0538）36-1171
（0539）62-5121
（0538）34-7800
（0538）37-3311
（0538）37-6331
（0538）36-5100
（0538）36-8211
（0538）36-6515

浜 松 南 支 店
浜松南支店相談室
浜 松 北 支 店
海 老 塚 支 店
葵 町 支 店
天 王 支 店
鴨 江 支 店
浜 北 支 店
小 松 支 店
二 俣 支 店
鹿 島 支 店
春 野 支 店
佐 久 間 支 店
水 窪 支 店

〒430-0856　浜松市中区中島二丁目30番7号
〒430-0856　浜松市中区中島二丁目30番7号
〒430-0912　浜松市中区茄子町354番地の7
〒432-8033　浜松市中区海老塚二丁目9番13号
〒433-8113　浜松市中区小豆餅二丁目12番1号
〒435-0052　浜松市東区天王町1504番地の8
〒432-8023　浜松市中区鴨江二丁目45番21号
〒434-0033　浜松市浜北区西美薗2番地の1
〒434-0042　浜松市浜北区小松4410番地の1
〒431-3314　浜松市天竜区二俣町二俣1295番地の1
〒431-3313　浜松市天竜区二俣町鹿島260番地の1
〒437-0625　浜松市天竜区春野町堀之内1058番地の1
〒431-3906　浜松市天竜区佐久間町浦川2820番地の17
〒431-4101　浜松市天竜区水窪町奥領家2978番地

（053）463-1161
（053）463-1164
（053）463-2881
（053）456-8311
（053）437-6111
（053）460-8370
（053）456-3311
（053）587-7711
（053）585-5011
（053）925-3101
（053）925-4151
（053）985-0321
（053）967-2221
（053）987-0173

袋 井 支 店
山 梨 支 店
久 能 支 店
浅 羽 支 店
掛 川 支 店

森 町 支 店

〒437-0027　袋井市高尾町6番地の15
〒437-0125　袋井市上山梨511番地の52
〒437-0016　袋井市葵町二丁目1番地の8
〒437-1102　袋井市浅名1036番地の2
〒436-0056　掛川市中央二丁目19番地の11

〒437-0215　周智郡森町森2112番地の1

（0538）42-3261
（0538）48-6132
（0538）42-2191
（0538）23-6641
（0537）22-8611

（0538）85-3161

店舗のご案内

店舗店番 TEL所在地

全店舗のATMコーナー及び店外ATMコーナーに
設置し、音声による操作案内をいたします。

【ハンドセット方式】
ATMに取付ける「受話器
型」の操作補助装置。音
声案内に従い、ハンドセット
にあるテンキーを操作する
ことで、目の不自由な方の
お取引を補助するものです。

CD・ATMは日曜・祝日もご利用いただけます。
　【営業時間】〈平日〉 8：00～21：00 〈土曜・日曜・祝日〉8：45～ 19：00  
　　　　　　※本店営業部 磐田駅前出張所は〈平日〉7：30～21：00 〈土曜・日曜・祝日〉8：45～19：00
　【取扱内容】お引き出し、お預け入れ、残高照会、お振込み、ご記帳
※営業時間、取扱内容についてはキャッシュサービスコーナーによって異なる場合があります。また、ご利用日、ご利用内容、ご利用時間に
よって手数料のかかる場合があります。
※　印の店舗は外為取扱店です。　  印の店舗は連邦貯蓄銀行（ブラジル）向け外国送金取扱店です。
※●印のATMでは連邦貯蓄銀行（ブラジル）向け登録外国送金ができます。
※店舗内及び●印の店舗外ATMでは、手数料会員割引（詳しくは15ページをご覧ください）が適用されます。また、暗証番号の
変更が可能です。

視覚障がい者対応ATM
（ハンドセット方式）の設置

10
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37

39

43

21

22

25

26

38

40

29

42

12

20

18

16

17

14

31

32

35

41

15

浜松南支店海老塚支店

鴨 江 支 店

葵 町 支 店

天 王 支 店

浜松北支店

佐久間支店

二 俣 支 店鹿 島 支 店

春 野 支 店

水 窪支 店

浜松市
天竜区

浜松市
中区

浜松市
南区

26

40
21

25

38
22

17

16

18

12
20
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袋井市役所
遠鉄ストア浅羽店
イオン袋井店
中東遠総合医療センター

磐田市立総合病院
磐田市役所
ヤマハ発動機本社
マックスバリュ磐田見付店
NTN磐田製作所
遠鉄ストア磐田店
ピアゴ上岡田店
イオンタウン磐田
ファミリーマート岩井原店

遠鉄ストア天王店
リブロス笠井
聖隷浜松病院
ザザシティ浜松
イオン浜松市野SC
遠鉄ストア浜北店
プレ葉ウォーク浜北
なゆた浜北
天竜商工会春野支所
佐久間恊働センター
遠鉄百貨店イ・コ・イ スクエア

東栄出張所
JR名古屋セントラルタワーズ
中部国際空港セントレア
富士山静岡空港

（平成30年7月1日現在）

公立森町病院

店外ATMのご案内

遠鉄ストア池田店
マックスバリュ豊田店
豊岡とれたて元気村
ローソン磐田匂坂中店
ファミリーマート磐田インター店
ららぽーと磐田
遠鉄ストア見付店
アピタ磐田

磐田市 浜松市 袋井市・掛川市

周智郡

その他

12 二 俣 支 店

20 鹿 島 支 店

本店営業部

福 田 支 店

浜 北 支 店

小 松 支 店

竜 洋 支 店

豊 田 支 店

見 付 支 店

今之浦支店

岡 田 支 店

西　支　店

豊田北支店

東新町支店

富士見町支店

東部台支店

袋 井 支 店

浅 羽 支 店

掛 川 支 店

森 町 支 店

久 能 支 店

山 梨 支 店

国府台支店

浜松市
東区

浜松市
浜北区

浜松市
天竜区

袋井市

掛川市

周智郡

磐田市

29
42

23

13

34

33

43
35

14

32

31

41

15

10

2824

39

36

11
27

10

37

30

本店営業部
磐田駅前出張所

天
竜
川

東名高速道路

バイパス

国道150号線

新東名高速道路

豊 岡 支 店

各店周辺のより詳細な
地図情報はホームページにて
ご確認いただけます。
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磐田信用金庫新聞

2018年（平成30年）I W A S H I N  N E W S

磐
田
信
金

磐
田
信
金
豊
田
支
店

第
16
回
ビ
ジ
ネ
ス
・コ
ン
テ
ス
ト  

最
優
秀
賞
は
杉
山
ナ
ッ
ツ

2

香
り
の
ま
ち
に
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

女
性
管
理
職
育
成
に
向
け
た
活
動

知
事
褒
賞
を
受
賞

　

い
わ
し
ん
・
が
ん
ば
る
起
業

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
静
岡
産

業
大
学
、
静
岡
理
工
科
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
、
袋
井
商

工
会
議
所
、
磐
田
商
工
会
議
所

お
よ
び
磐
田
信
用
金
庫
）
が
運

営
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
最
終
選
考
会
が
平
成

29
年
11
月
14
日
開
催
さ
れ
、
１

５
６
件
の
応
募
の
中
か
ら
事
前

審
査
を
通
過
し
た
10
組
の
応
募

者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
杉

山
ナ
ッ
ツ
（
浜
松
市
西
区
）
の

杉
山
孝
尚
代
表
が
発
表
し
た

「
静
岡
県
を
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ

タ
ー
県
に
」
が
選
ば
れ
、
磐
田

信
金
か
ら
副
賞
の
１
０
０
万
円

が
贈
呈
さ
れ
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
今
回
で
16
回

目
の
開
催
で
、
会
場
に
は
２
０

０
人
以
上
が
来
場
し
た
。
最
優

秀
賞
以
外
の
受
賞
プ
ラ
ン
は
次

の
通
り
。

【
新
規
創
業
者
・
既
存
事
業
者
部
門
】

▽
優
秀
賞　

遠
州
ス
プ
リ
ン
グ

有
限
会
社
「
S
P
R
I
N
G　

S
P
R
I
N
G
〜
こ
こ
ろ
に
作

用
す
る
ば
ね
〜
」

▽
審
査
委
員
長
賞　

B
A
C
H

「
ア
ワ
ビ
の
殻
を
佐
久
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
！
」

▽
特
別
賞　

天
竜
う
っ
ち
星
工

房
「
子
供
か
ら
大
人
ま
で
夜
空

を
見
上
げ
て
星
座
に
親
し
も
う

　

〜
星
座
盤
の
開
発
に
つ
い
て

〜
」　

株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー
ス

タ
ジ
オ
「
保
冷
ス
ク
イ
ズ
ボ
ト

ル
カ
バ
ー
”S
e
a
L
°
（
シ
ー

ル
ド
）“
冷
水
で
部
活
や
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
た
ち
を
熱
中
症
や

脱
水
か
ら
守
る
」　

鹿
島
木
材

株
式
会
社
「
木
と
光
が
奏
で
る

温
も
り
"K
O
M
O
R
E
B
I
"」

　

武
藤
染
工
株
式
会
社
「
木
綿

素
材
を
活
用
し
た
皮
革
風
新
素

材
〜
m
o
c
o 

p
e
l
l
e
〜

の
開
発
」

【
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
】

▽
学
生
特
別
賞　

静
岡
大
学　

上
紗
久
羅
氏
「
珪
藻
土
サ
ン
ダ

ル
」　

静
岡
県
立
農
林
大
学
校

　

太
田　

結
理
奈
氏
「
養
蜂
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
・
拡
大
を
実

現
さ
せ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ

ビ
ジ
ネ
ス
」　

静
岡
県
立
袋
井

商
業
高
等
学
校　

羽
蚋　

陸

「
W
o
n
d
e
r
f
u
l 

l
u
n
c
h 

b
o
x 

! 

」

　

平
成
29
年
11
月
６
日
、
磐
田

市
立
野
に
磐
田
信
用
金
庫
の
豊

田
支
店
が
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

し
、
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
天
竜
杉
な
ど
地
元

木
材
を
活
用
し
た
、
木
の
ぬ
く

も
り
が
溢
れ
る
店
舗
に
多
く
の

地
元
顧
客
が
来
店
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
し
っ
ぺ
い
や
ジ
ュ
ビ
ロ
磐

田
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ジ
ュ
ビ
ロ
く
ん
が
駆
け
つ

け
、
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
選
手
に

よ
る
サ
イ
ン
会
も
開
催
さ
れ

た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
香
り
の
博
物
館
に
よ
る
香

り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
た
ほ
か
、
風
景
画
や
新
造
形

創
造
館
の
ガ
ラ
ス
工
芸
展
示
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
香
り
の
ま
ち

で
あ
る
豊
田
地
区
の
特
色
で
店

舗
を
彩
り
来
店
客
を
も
て
な
し

た
。
新
店
舗
に
は
、
熊
野
御
前

や
熊
野
の
長
藤
等
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
、
断

熱
性
・
耐
震
性
に
優
れ
た
構
造

材
「
C
L
T
」、
地
元
木
材
で

あ
る
天
竜
杉
を
取
り
入
れ
た
。

同
支
店
は
、
磐
田
市
森
下
で

昭
和
51
年
に
開
業
し
て
以
来
、

40
年
以
上
営
業
を
し
て
き
た

が
、
店
舗
が
老
朽
化
し
た
こ
と

か
ら
移
転
新
築
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

平
成
29
年
８
月
２
日
、
磐
田

信
用
金
庫
が
事
務
局
と
な
り
運

営
し
て
い
る「Iwashin Working 

Lady ’s Club

（
い
わ
し
ん
ワ
ー

キ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）」

が
、
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
知
事

褒
賞
を
受
賞
し
た
。
同
ク
ラ
ブ

の
女
性
管
理
職
育
成
に
主
軸
を

お
い
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

静
岡
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
会
長
で
あ
る
鈴
木
育
惠
氏

（
㈱
出
雲
殿 

代
表
取
締
役
）
と

副
会
長
で
あ
る
野
中
裕
美
子
氏

（
朝
日
住
宅
株
式
会
社 

取
締
役

企
画
室
長
）
が
県
知
事
を
訪
問

し
、
日
頃
の
活
動
内
容
を
報
告

し
た
。
事
務
局
で
あ
る
磐
田
信

金
の
担
当
女
性
職
員
は
、「
こ

れ
ま
で
の
活
動
が
こ
の
よ
う
な

形
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
。
今
後
も
女
性
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
に
貢
献
し
、

当
地
域
を
女
性
で
盛
り
上
げ
て

い
け
た
ら
」
と
語
る
。「Iwashin 

W
orking Lady ’s Club

」
は
、

平
成
20
年
９
月
に
発
足
し
、
地

元
企
業
の
女
性
管
理
職
や
そ
の

候
補
者
を
対
象
と
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
よ
る
女
性
管
理
職
育
成
に
向

け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

J
I
C
A
と
の

　
　

  

連
携
協
定
締
結

　

平
成
29
年
６
月
26
日
、
磐
田

信
用
金
庫
と
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
中

部
国
際
セ
ン
タ
ー
は
業
務
連

携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。
新
興
国
・
開
発
途
上

国
へ
の
国
際
協
力
を
行
う

J
I
C
A
の
情
報
網
を
活
用

し
、
同
信
金
の
取
引
先
企
業
に

対
す
る
海
外
進
出
支
援
を
充
実

さ
せ
る
。

　

J
I
C
A
と
の
覚
書
締
結
は

県
内
信
金
で
は
初
。
今
後
は
、

新
興
国
や
開
発
途
上
国
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
や
、
海
外
進
出

に
つ
い
て
の
相
談
会
の
開
催
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
同
信
金

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
銀
行
と
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
と
し
て

い
る
が
、
国
内
外
の
連
携
を
強

固
に
し
、
取
引
先
の
新
興
国
等

へ
の
海
外
進
出
支
援
も
強
化
し

て
い
く
意
向
だ
。

磐田信金
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磐田信用金庫新聞

2018年（平成30年）I W A S H I N  N E W S

磐
田
信
金

磐
田
信
金
豊
田
支
店

第
16
回
ビ
ジ
ネ
ス
・コ
ン
テ
ス
ト 

最
優
秀
賞
は
杉
山
ナ
ッ
ツ

2

香
り
の
ま
ち
に
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

女
性
管
理
職
育
成
に
向
け
た
活
動

知
事
褒
賞
を
受
賞

い
わ
し
ん
・
が
ん
ば
る
起
業

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
静
岡
産

業
大
学
、
静
岡
理
工
科
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
、
袋
井
商

工
会
議
所
、
磐
田
商
工
会
議
所

お
よ
び
磐
田
信
用
金
庫
）
が
運

営
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
最
終
選
考
会
が
平
成

29
年
11
月
14
日
開
催
さ
れ
、
１

５
６
件
の
応
募
の
中
か
ら
事
前

審
査
を
通
過
し
た
10
組
の
応
募

者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
杉

山
ナ
ッ
ツ
（
浜
松
市
西
区
）
の

杉
山
孝
尚
代
表
が
発
表
し
た

「
静
岡
県
を
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ

タ
ー
県
に
」
が
選
ば
れ
、
磐
田

信
金
か
ら
副
賞
の
１
０
０
万
円

が
贈
呈
さ
れ
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
今
回
で
16
回

目
の
開
催
で
、
会
場
に
は
２
０

０
人
以
上
が
来
場
し
た
。
最
優

秀
賞
以
外
の
受
賞
プ
ラ
ン
は
次

の
通
り
。

【
新
規
創
業
者
・
既
存
事
業
者
部
門
】

▽
優
秀
賞

遠
州
ス
プ
リ
ン
グ

有
限
会
社
「
S
P
R
I
N
G

S
P
R
I
N
G
〜
こ
こ
ろ
に
作

用
す
る
ば
ね
〜
」

▽
審
査
委
員
長
賞

B
A
C
H

「
ア
ワ
ビ
の
殻
を
佐
久
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
！
」

▽
特
別
賞

天
竜
う
っ
ち
星
工

房
「
子
供
か
ら
大
人
ま
で
夜
空

を
見
上
げ
て
星
座
に
親
し
も
う

〜
星
座
盤
の
開
発
に
つ
い
て

〜
」
株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー
ス

タ
ジ
オ
「
保
冷
ス
ク
イ
ズ
ボ
ト

ル
カ
バ
ー
”S
e
a
L
°
（
シ
ー

ル
ド
）“
冷
水
で
部
活
や
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
た
ち
を
熱
中
症
や

脱
水
か
ら
守
る
」
鹿
島
木
材

株
式
会
社
「
木
と
光
が
奏
で
る

温
も
り
"K
O
M
O
R
E
B
I
"」

武
藤
染
工
株
式
会
社
「
木
綿

素
材
を
活
用
し
た
皮
革
風
新
素

材
〜
m
o
c
o
p
e
l
l
e
〜

の
開
発
」

【
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
】

▽
学
生
特
別
賞

静
岡
大
学

上
紗
久
羅
氏
「
珪
藻
土
サ
ン
ダ

ル
」
静
岡
県
立
農
林
大
学
校

太
田

結
理
奈
氏
「
養
蜂
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
・
拡
大
を
実

現
さ
せ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ

ビ
ジ
ネ
ス
」
静
岡
県
立
袋
井

商
業
高
等
学
校

羽
蚋

陸

「
W
o
n
d
e
r
f
u
l

l
u
n
c
h
b
o
x
!
」

平
成
29
年
11
月
６
日
、
磐
田

市
立
野
に
磐
田
信
用
金
庫
の
豊

田
支
店
が
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

し
、
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
天
竜
杉
な
ど
地
元

木
材
を
活
用
し
た
、
木
の
ぬ
く

も
り
が
溢
れ
る
店
舗
に
多
く
の

地
元
顧
客
が
来
店
し
た
。

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
し
っ
ぺ
い
や
ジ
ュ
ビ
ロ
磐

田
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ジ
ュ
ビ
ロ
く
ん
が
駆
け
つ

け
、
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
選
手
に

よ
る
サ
イ
ン
会
も
開
催
さ
れ

た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
香
り
の
博
物
館
に
よ
る
香

り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
た
ほ
か
、
風
景
画
や
新
造
形

創
造
館
の
ガ
ラ
ス
工
芸
展
示
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
香
り
の
ま
ち

で
あ
る
豊
田
地
区
の
特
色
で
店

舗
を
彩
り
来
店
客
を
も
て
な
し

た
。
新
店
舗
に
は
、
熊
野
御
前

や
熊
野
の
長
藤
等
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
、
断

熱
性
・
耐
震
性
に
優
れ
た
構
造

材
「
C
L
T
」、
地
元
木
材
で

あ
る
天
竜
杉
を
取
り
入
れ
た
。

同
支
店
は
、
磐
田
市
森
下
で

昭
和
51
年
に
開
業
し
て
以
来
、

40
年
以
上
営
業
を
し
て
き
た

が
、
店
舗
が
老
朽
化
し
た
こ
と

か
ら
移
転
新
築
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

平
成
29
年
８
月
２
日
、
磐
田

信
用
金
庫
が
事
務
局
と
な
り
運

営
し
て
い
る「IwashinWorking 

WW
Lady ’s Club

（
い
わ
し
ん
ワ
ー

キ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）」

が
、
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
知
事

褒
賞
を
受
賞
し
た
。
同
ク
ラ
ブ

の
女
性
管
理
職
育
成
に
主
軸
を

お
い
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

静
岡
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
会
長
で
あ
る
鈴
木
育
惠
氏

（
㈱
出
雲
殿
代
表
取
締
役
）
と

副
会
長
で
あ
る
野
中
裕
美
子
氏

（
朝
日
住
宅
株
式
会
社
取
締
役

企
画
室
長
）
が
県
知
事
を
訪
問

し
、
日
頃
の
活
動
内
容
を
報
告

し
た
。
事
務
局
で
あ
る
磐
田
信

金
の
担
当
女
性
職
員
は
、「
こ

れ
ま
で
の
活
動
が
こ
の
よ
う
な

形
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
。
今
後
も
女
性
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
に
貢
献
し
、

当
地
域
を
女
性
で
盛
り
上
げ
て

い
け
た
ら
」
と
語
る
。「Iwashin 

W
orking Lady ’s Club

」
は
、

平
成
20
年
９
月
に
発
足
し
、
地

元
企
業
の
女
性
管
理
職
や
そ
の

候
補
者
を
対
象
と
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
よ
る
女
性
管
理
職
育
成
に
向

け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

J
I
C
A
と
の

連
携
協
定
締
結

平
成
29
年
６
月
26
日
、
磐
田

信
用
金
庫
と
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
中

部
国
際
セ
ン
タ
ー
は
業
務
連

携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。
新
興
国
・
開
発
途
上

国
へ
の
国
際
協
力
を
行
う

J
I
C
A
の
情
報
網
を
活
用

し
、
同
信
金
の
取
引
先
企
業
に

対
す
る
海
外
進
出
支
援
を
充
実

さ
せ
る
。

J
I
C
A
と
の
覚
書
締
結
は

県
内
信
金
で
は
初
。
今
後
は
、

新
興
国
や
開
発
途
上
国
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
や
、
海
外
進
出

に
つ
い
て
の
相
談
会
の
開
催
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
同
信
金

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
銀
行
と
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
と
し
て

い
る
が
、
国
内
外
の
連
携
を
強

固
に
し
、
取
引
先
の
新
興
国
等

へ
の
海
外
進
出
支
援
も
強
化
し

て
い
く
意
向
だ
。

磐田信金



22

開
放
特
許
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　

新
製
品
開
発
を
支
援

い
わ
し
ん
知
的
財
産
研
究
会

2018年（平成30年）

2018年7月
（平成30年7月）
磐田信用金庫

第 1 5 1 1 号 （年刊）Ⓒ磐田信用金庫2018I W A S H I N  N E W S

福岡
ひびき信金と
広域連携協定

　

磐
田
信
用
金
庫
は
平
成
30
年
6
月
14
日
、磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
通
常
総
代
会
を
開
き
、31
年
１
月
21
日

の
浜
松
信
用
金
庫
と
の
対
等
合
併
を
決
議
、翌
日
15
日
に
は
浜
松
信
用
金
庫
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、合
併

決
議
が
な
さ
れ
た
。合
併
後
の
新
金
庫
の
通
称
を「
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
」と
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。正
式

名
称
は「
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
」だ
が
、書
き
や
す
さ
や
見
た
目
の
イ
メ
ー
ジ
を
勘
案
し
、店
舗
看
板
や
通
帳
等

に
は「
磐
田
」を
平
仮
名
で
表
示
し
た
通
称
を
使
用
し
て
い
く
意
向
だ
。

　

合
併
後
の
金
庫
通
称
は
、
店

舗
看
板
や
広
告
を
は
じ
め
、
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
顧
客
の
目
に
触

れ
る
も
の
に
使
用
さ
れ
る
。
振

込
み
等
の
手
続
き
時
に
も
通
称

を
記
入
す
る
こ
と
で
取
引
が
可

能
だ
。
合
併
時
に
名
称
が
重
複

す
る
支
店
の
合
併
後
の
名
称
変

更
に
つ
い
て
も
決
議
さ
れ
た
。

磐
田
信
金
の
本
店
営
業
部
を

「
磐
田
本
店
営
業
部
」、
豊
田
支

店
を
「
香
り
の
ま
ち
支
店
」
な

ど
と
し
、
31
年
１
月
21
日
の
合

併
日
よ
り
名
称
を
変
更
す
る
。

　

ま
た
、
新
金
庫
の
役
員
に
は
、

磐
田
信
金
・
浜
松
信
金
の
理
事
・

監
事
が
そ
の
ま
ま
就
任
し
、
理

事
24
人
・
監
事
６
人
の
体
制
と

な
る
。
両
金
庫
に
よ
る
合
併
に

向
け
た
準
備
は
着
々
と
進
ん
で

お
り
、
新
し
い
金
庫
の
姿
が
少

し
ず
つ
見
え
て
き
た
。

1
　

磐
田
信
用
金
庫
は
、
平
成
29

年
６
月
７
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ

オ
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
行

政
府
と
連
携
協
定
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
た
。
同
信
金
の
高

木
会
長
と
髙
栁
理
事
長
、
同
州

の
サ
ル
ト
リ
州
知
事
が
連
携
協

定
の
調
印
式
に
出
席
、
覚
書
に

調
印
し
た
。
互
い
の
地
域
経
済

の
活
性
化
や
取
引
先
の
支
援
強

化
を
図
る
。

　

同
州
は
ブ
ラ
ジ
ル
最
南
端
に

位
置
し
、
国
内
５
位
の
人
口
規

模
を
誇
る
。
農
業
機
具
製
造
が

盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
や

ホ
ン
ダ
な
ど
の
日
系
メ
ー
カ
ー

も
進
出
し
て
お
り
、
製
造
業
が

盛
ん
な
静
岡
県
西
部
地
区
と
産

業
構
造
が
類
似
す
る
点
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
覚
書
の
締
結
に

至
っ
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た
、

「
第
８
回
い
わ
し
ん
ブ
ラ
ジ
ル

経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
サ
ル

ト
リ
州
知
事
が
南
米
大
陸
の
投

資
窓
口
で
あ
る
リ
オ
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
の
立
地
優
位

　

磐
田
信
用
金
庫
は
平
成
30
年

５
月
16
日
、
福
岡
ひ
び
き
信
用

金
庫
（
北
九
州
市
）
と
業
務
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
静
岡
空

港
と
福
岡
空
港
で
繋
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
両
地
域

の
産
業
活
性
化
を
図
る
。
今
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
先
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
販

路
拡
大
、
経
営
者
同
士
の
情
報

交
換
等
を
進
め
て
い
く
。
両
金

庫
の
営
業
地
域
は
輸
送
機
械
関

連
産
業
が
盛
ん
で
、
磐
田
市
に

は
ヤ
マ
ハ
発
動
機
や
ス
ズ
キ
、

北
九
州
市
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

や
日
産
自
動
車
を
取
引
先
と
す

る
中
小
企
業
が
多
数
存
在
し
て

お
り
、
地
域
の
産
業
構
造
や
課

題
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
業
務

連
携
協
定
を
結
ぶ
運
び
と
な
っ

た
。
磐
田
信
金
が
広
域
連
携
協

定
を
結
ぶ
の
は
、
西
中
国
信
金

（
山
口
県
）、し
の
の
め
信
金
（
群

馬
県
）
に
続
き
３
件
目
と
な
る
。

　

磐
田
信
用
金
庫
が
運
営
す
る

「
い
わ
し
ん
知
的
財
産
研
究
会

I3

（
ア
イ
キ
ュ
ー
ブ
）」
が
会

員
企
業
の
新
製
品
開
発
支
援
を

行
っ
た
。
平
成
30
年
３
月
26
日
、

会
員
で
あ
る
看
板
製
造
の
フ
ク

ダ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
（
浜
松
市
北

区
）
が
オ
フ
ィ
ス
関
連
事
業
を

営
む
イ
ト
ー
キ
（
大
阪
市
）
と
、

開
放
特
許
の
実
施
許
諾
契
約
を

締
結
。
イ
ト
ー
キ
が
一
般
に
公

開
し
て
い
る「
開
放
特
許
」を
活

用
し
て
防
水
性
を
備
え
た
屋
外

向
け
発
行
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）

看
板
を
開
発
し
、
２
０
１
９
年

か
ら
売
り
出
す
。
同
社
が
開
発

し
て
い
た
L
E
D
看
板
は
、

L
E
D
基
盤
を
金
属
レ
ー
ル
に

金
属
フ
ッ
ク
で
固
定
し
て
通
電

さ
せ
る
仕
組
み
で
、
水
に
濡
れ

る
と
シ
ョ
ー
ト
し
て
し
ま
う
た

め
、
屋
外
使
用
に
あ
た
っ
て
は

課
題
が
あ
っ
た
。
同
研
究
会
の

活
動
で
磐
田
信
金
を
通
じ
イ

ト
ー
キ
の
紹
介
を
受
け
、
こ
の

度
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
締
結
に

至
っ
た
。
同
研
究
会
が
新
製
品

開
発
支
援
を
行
っ
た
の
は
今
回

で
３
件
目
。
開
放
特
許
を
活
用

し
た
新
製
品
開
発
支
援
は
２
件

目
と
な
る
。

全
国
軽
ト
ラ
市
i
n
い
わ
た

全
国
の
名
産
が
磐
田
に

　

J
R
磐
田
駅
前
「
ジ
ュ
ビ

ロ
ー
ド
」
で
、
軽
ト
ラ
市
が
平

成
29
年
10
月
29
日
に
開
か
れ

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
８

６
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
通
り
に

並
び
、
ご
当
地
の
特
産
品
で
来

場
者
を
も
て
な
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
全

国
軽
ト
ラ
市
i
n
い
わ
た
」
は
、

磐
田
商
工
会
議
所
な
ど
が
主
導

で
開
催
。
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
通
り
は
全
長
約
１
キ

ロ
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
地

元
名
産
の
海
老
芋
や
岩
手
県
の

リ
ン
ゴ
、
宮
崎
の
地
鶏
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
。
会
場
近
く
に
本

部
を
構
え
る
磐
田
信
用
金
庫

も
、
西
中
国
信
金
（
山
口
県
）、

し
の
の
め
信
金
（
群
馬
県
）、

石
巻
信
金
（
宮
城
県
）、
福
岡

ひ
び
き
信
金
（
福
岡
県
）、
鹿

児
島
相
互
信
金
（
鹿
児
島
県
）

の
協
力
を
得
て
、
各
信
金
が
推

薦
す
る
約
80
品
目
を
販
売
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

磐
田
信
金

ブ
ラ
ジ
ル 

リ
オ
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
行
政
府
と
連
携

性
等
に
つ
い
て
講
演
し
、
日
本

企
業
の
積
極
的
な
投
資
を
呼
び

か
け
た
。

対
等
合
併
を
決
議

対
等
合
併
を
決
議

い
わ
し
ん

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト

定
期
預
金

ス
ー
パ
ー

定
期

１
年
も
の

磐田信金

【合併時の名称変更一覧】

本店営業部 ⇒ 磐田本店営業部
豊田支店　 ⇒ 香りのまち支店
浜北支店　 ⇒ 美薗支店

葵町支店 ⇒ あずきもち支店
竜洋支店 ⇒ 竜洋西支店
袋井支店 ⇒ 袋井中央支店

磐
田
信
金

浜
松
信
金

磐田信金 浜松信金

22

開
放
特
許
を
活
用
し
た

新
製
品
開
発
を
支
援

い
わ
し
ん
知
的
財
産
研
究
会

2018年（平成30年）

2018年7月
（平成30年7月）
磐田信用金庫
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福岡
ひびき信金と
広域連携協定

磐
田
信
用
金
庫
は
平
成
30
年
6
月
14
日
、磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
通
常
総
代
会
を
開
き
、31
年
１
月
21
日

の
浜
松
信
用
金
庫
と
の
対
等
合
併
を
決
議
、翌
日
15
日
に
は
浜
松
信
用
金
庫
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、合
併

決
議
が
な
さ
れ
た
。合
併
後
の
新
金
庫
の
通
称
を「
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
」と
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。正
式

名
称
は「
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
」だ
が
、書
き
や
す
さ
や
見
た
目
の
イ
メ
ー
ジ
を
勘
案
し
、店
舗
看
板
や
通
帳
等

に
は「
磐
田
」を
平
仮
名
で
表
示
し
た
通
称
を
使
用
し
て
い
く
意
向
だ
。

合
併
後
の
金
庫
通
称
は
、
店

舗
看
板
や
広
告
を
は
じ
め
、
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
顧
客
の
目
に
触

れ
る
も
の
に
使
用
さ
れ
る
。
振

込
み
等
の
手
続
き
時
に
も
通
称

を
記
入
す
る
こ
と
で
取
引
が
可

能
だ
。
合
併
時
に
名
称
が
重
複

す
る
支
店
の
合
併
後
の
名
称
変

更
に
つ
い
て
も
決
議
さ
れ
た
。

磐
田
信
金
の
本
店
営
業
部
を

「
磐
田
本
店
営
業
部
」、
豊
田
支

店
を
「
香
り
の
ま
ち
支
店
」
な

ど
と
し
、
31
年
１
月
21
日
の
合

併
日
よ
り
名
称
を
変
更
す
る
。

ま
た
、
新
金
庫
の
役
員
に
は
、

磐
田
信
金
・
浜
松
信
金
の
理
事
・

監
事
が
そ
の
ま
ま
就
任
し
、
理

事
24
人
・
監
事
６
人
の
体
制
と

な
る
。
両
金
庫
に
よ
る
合
併
に

向
け
た
準
備
は
着
々
と
進
ん
で

お
り
、
新
し
い
金
庫
の
姿
が
少

し
ず
つ
見
え
て
き
た
。

1

磐
田
信
用
金
庫
は
、
平
成
29

年
６
月
７
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ

オ
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
行

政
府
と
連
携
協
定
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
た
。
同
信
金
の
高

木
会
長
と
髙
栁
理
事
長
、
同
州

の
サ
ル
ト
リ
州
知
事
が
連
携
協

定
の
調
印
式
に
出
席
、
覚
書
に

調
印
し
た
。
互
い
の
地
域
経
済

の
活
性
化
や
取
引
先
の
支
援
強

化
を
図
る
。

同
州
は
ブ
ラ
ジ
ル
最
南
端
に

位
置
し
、
国
内
５
位
の
人
口
規

模
を
誇
る
。
農
業
機
具
製
造
が

盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
や

ホ
ン
ダ
な
ど
の
日
系
メ
ー
カ
ー

も
進
出
し
て
お
り
、
製
造
業
が

盛
ん
な
静
岡
県
西
部
地
区
と
産

業
構
造
が
類
似
す
る
点
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
覚
書
の
締
結
に

至
っ
た
。
同
日
に
行
わ
れ
た
、

「
第
８
回
い
わ
し
ん
ブ
ラ
ジ
ル

経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
サ
ル

ト
リ
州
知
事
が
南
米
大
陸
の
投

資
窓
口
で
あ
る
リ
オ
グ
ラ
ン

デ
・
ド
・
ス
ル
州
の
立
地
優
位

磐
田
信
用
金
庫
は
平
成
30
年

５
月
16
日
、
福
岡
ひ
び
き
信
用

金
庫
（
北
九
州
市
）
と
業
務
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
静
岡
空

港
と
福
岡
空
港
で
繋
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
両
地
域

の
産
業
活
性
化
を
図
る
。
今
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
先
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
販

路
拡
大
、
経
営
者
同
士
の
情
報

交
換
等
を
進
め
て
い
く
。
両
金

庫
の
営
業
地
域
は
輸
送
機
械
関

連
産
業
が
盛
ん
で
、
磐
田
市
に

は
ヤ
マ
ハ
発
動
機
や
ス
ズ
キ
、

北
九
州
市
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

や
日
産
自
動
車
を
取
引
先
と
す

る
中
小
企
業
が
多
数
存
在
し
て

お
り
、
地
域
の
産
業
構
造
や
課

題
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
業
務

連
携
協
定
を
結
ぶ
運
び
と
な
っ

た
。
磐
田
信
金
が
広
域
連
携
協

定
を
結
ぶ
の
は
、
西
中
国
信
金

（
山
口
県
）、し
の
の
め
信
金
（
群

馬
県
）
に
続
き
３
件
目
と
な
る
。

磐
田
信
用
金
庫
が
運
営
す
る

「
い
わ
し
ん
知
的
財
産
研
究
会

I3

（
ア
イ
キ
ュ
ー
ブ
）」
が
会

員
企
業
の
新
製
品
開
発
支
援
を

行
っ
た
。
平
成
30
年
３
月
26
日
、

会
員
で
あ
る
看
板
製
造
の
フ
ク

ダ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
（
浜
松
市
北

区
）
が
オ
フ
ィ
ス
関
連
事
業
を

営
む
イ
ト
ー
キ
（
大
阪
市
）
と
、

開
放
特
許
の
実
施
許
諾
契
約
を

締
結
。
イ
ト
ー
キ
が
一
般
に
公

開
し
て
い
る「
開
放
特
許
」を
活

用
し
て
防
水
性
を
備
え
た
屋
外

向
け
発
行
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）

看
板
を
開
発
し
、
２
０
１
９
年

か
ら
売
り
出
す
。
同
社
が
開
発

し
て
い
た
L
E
D
看
板
は
、

L
E
D
基
盤
を
金
属
レ
ー
ル
に

金
属
フ
ッ
ク
で
固
定
し
て
通
電

さ
せ
る
仕
組
み
で
、
水
に
濡
れ

る
と
シ
ョ
ー
ト
し
て
し
ま
う
た

め
、
屋
外
使
用
に
あ
た
っ
て
は

課
題
が
あ
っ
た
。
同
研
究
会
の

活
動
で
磐
田
信
金
を
通
じ
イ

ト
ー
キ
の
紹
介
を
受
け
、
こ
の

度
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
締
結
に

至
っ
た
。
同
研
究
会
が
新
製
品

開
発
支
援
を
行
っ
た
の
は
今
回

で
３
件
目
。
開
放
特
許
を
活
用

し
た
新
製
品
開
発
支
援
は
２
件

目
と
な
る
。

全
国
軽
ト
ラ
市
i
n
い
わ
た

全
国
の
名
産
が
磐
田
に

J
R
磐
田
駅
前
「
ジ
ュ
ビ

ロ
ー
ド
」
で
、
軽
ト
ラ
市
が
平

成
29
年
10
月
29
日
に
開
か
れ

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
８

６
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
通
り
に

並
び
、
ご
当
地
の
特
産
品
で
来

場
者
を
も
て
な
し
た
。

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
全

国
軽
ト
ラ
市
i
n
い
わ
た
」
は
、

磐
田
商
工
会
議
所
な
ど
が
主
導

で
開
催
。
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
通
り
は
全
長
約
１
キ

ロ
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
地

元
名
産
の
海
老
芋
や
岩
手
県
の

リ
ン
ゴ
、
宮
崎
の
地
鶏
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
。
会
場
近
く
に
本

部
を
構
え
る
磐
田
信
用
金
庫

も
、
西
中
国
信
金
（
山
口
県
）、

し
の
の
め
信
金
（
群
馬
県
）、

石
巻
信
金
（
宮
城
県
）、
福
岡

ひ
び
き
信
金
（
福
岡
県
）、
鹿

児
島
相
互
信
金
（
鹿
児
島
県
）

の
協
力
を
得
て
、
各
信
金
が
推

薦
す
る
約
80
品
目
を
販
売
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

磐
田
信
金

ブ
ラ
ジ
ル
リ
オ
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
行
政
府
と
連
携

性
等
に
つ
い
て
講
演
し
、
日
本

企
業
の
積
極
的
な
投
資
を
呼
び

か
け
た
。

対
等
合
併
を
決
議

対
等
合
併
を
決
議

対
等
合
併
を
決
議

い
わ
し
ん

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト

定
期
預
金

ス
ー
パ
ー

定
期

１
年
も
の

磐田信金

【合併時の名称変更一覧】

本店営業部 ⇒ 磐田本店営業部
豊田支店　 ⇒ 香りのまち支店
浜北支店　 ⇒ 美薗支店

磐
田
信
金

浜
松
信
金

葵町支店 ⇒ あずきもち支店
竜洋支店 ⇒ 竜洋西支店
袋井支店 ⇒ 袋井中央支店

磐田信金 浜松信金
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